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要旨 
『日本語日常会話コーパス』(CEJC) の短単位情報付与作業では、次の 4 段階の作業工程、












では、短単位情報を付与する作業において、次の 4 段階からなる作業工程を踏んでいる。 










に対応する転記を対象に、複数の版の現代話し言葉 UniDic を使って、1 節の作業工程 (i)-
(iii) を自動で行い、その出力と人手修正の結果とを比較することで実施した。






れを正解データとして選択した。CEJC 全体の約 4 分の 1 に相当するサイズである。 
解析に用いる辞書は、以下の 4 種類の UniDic とする（括弧内は公開年月日1）： 
   - 現代話し言葉 UniDic Ver2.2.0（2017 年 9 月 5 日） 
   - 現代話し言葉 UniDic Ver2.3.0（2018 年 4 月 10 日） 
   - 現代話し言葉 UniDic Ver3.0.1（2019 年 12 月 17 日） 
   - 現代話し言葉 UniDic Ver3.1.0（2021 年 4 月 1 日） 
これら複数の版の UniDic は、最新版の Ver3.1.0 を除き、実際に CEJC の短単位解析作業で







まず、全体の傾向を見る。小木曽 (2014) に従い「境界」「品詞」「語彙素」の 3 段階の評
価基準を設けた。 
   - 境界：短単位境界の正否 
   - 品詞：境界 + 短単位の品詞・活用型・活用形が正しく選べたか 




的に表現されるが（最大 4 層）、ここでは第 1 層の大分類（「名詞」「助詞」など）のみを用
いた。 
 上記の評価基準から適合率・再現率・F 値を求めた2。図 1 より、最新版の Ver3.1.0 を除












1 これらの版の UniDic は、本稿執筆時（2021 年 8 月 7 日時点）で、すべて UniDic のサイトからダウンロ
ードが可能である。 
2 F 値は情報検索システムの性能評価でしばしば用いられる概念で，「一致語数／出力語数」にあたる適
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表 1 各版の UniDic での品詞別による出力語数・正解語数・一致語数 
 
 




出力語数 正解語数 一致語数 出力語数 正解語数 一致語数
Ver2.2.0 63327 62719 61535 Ver2.2.0 3742 3566 3513
Ver2.3.0 62853 62719 61691 Ver2.3.0 3698 3566 3521
Ver3.0.1 63389 62719 62336 Ver3.0.1 3663 3566 3527
Ver3.1.0 61891 62719 60352 Ver3.1.0 3632 3566 3516
Ver2.2.0 693 395 195 Ver2.2.0 10422 9952 9718
Ver2.3.0 303 395 172 Ver2.3.0 10229 9952 9751
Ver3.0.1 278 395 174 Ver3.0.1 10115 9952 9781
Ver3.1.0 221 395 177 Ver3.1.0 10680 9952 9753
Ver2.2.0 6405 6741 6239 Ver2.2.0 21037 22681 20795
Ver2.3.0 6480 6741 6291 Ver2.3.0 22165 22681 21951
Ver3.0.1 6611 6741 6494 Ver3.0.1 22425 22681 22191
Ver3.1.0 6314 6741 6157 Ver3.1.0 18610 22681 18456
Ver2.2.0 17631 18002 17417 Ver2.2.0 66328 65876 64688
Ver2.3.0 17948 18002 17817 Ver2.3.0 65989 65876 65110
Ver3.0.1 17979 18002 17851 Ver3.0.1 65940 65876 65277
Ver3.1.0 17505 18002 17318 Ver3.1.0 66134 65876 64596
Ver2.2.0 177002 177054 173175 Ver2.2.0 36206 36175 35253
Ver2.3.0 177593 177054 175445 Ver2.3.0 36183 36175 35375
Ver3.0.1 177506 177054 175794 Ver3.0.1 36351 36175 35601
Ver3.1.0 177898 177054 169589 Ver3.1.0 36063 36175 35278
Ver2.2.0 76694 76452 74695 Ver2.2.0 100477 101112 98031
Ver2.3.0 76762 76452 75266 Ver2.3.0 100798 101112 98544
Ver3.0.1 76177 76452 75361 Ver3.0.1 100573 101112 98772
Ver3.1.0 82147 76452 74784 Ver3.1.0 100964 101112 99108
Ver2.2.0 4691 4638 4446 Ver2.2.0 5100 4875 4816
Ver2.3.0 4771 4638 4546 Ver2.3.0 5082 4875 4826
Ver3.0.1 4759 4638 4596 Ver3.0.1 4908 4875 4792
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図 2 品詞別による各版の UniDic での適合率・再現率・F 値 
 
図 2 より、最新版の Ver3.1.0 を除き、一番古い版の Ver2.2.0 から最新版の一つ前の版の
Ver3.0.1 にかけて、どの品詞においても F 値の値が増加傾向にあることがわかった。中でも
「記号」は、そもそもの出力語数が、一番古い版の Ver2.2.0 では 693 個、中間の版の Ver2.3.0
では 303 個、最新版の一つ前の版の Ver3.0.1 では 278 個、最新版の Ver3.1.0 では 221 個と、
ほかの品詞と比べると極めて少ない（表 1 参照）。正解語数や一致語数も、正解語数は 395
個、一致語数は一番古い版から最新版にかけて 195 個、172 個、174 個、177 個と少なさが
際立つ結果となっている。しかし、一番古い版から最新版の一つ前の版までの間で 0.358→
0.517 と 0.159 ポイント増加しており、14 品詞の中で最も増加傾向が強く表れている。その
次に増加傾向が高かったのが、「代名詞」の 0.033 ポイント (0.951→0.984)、「接続詞」の 0.025




 その一方で、最新版の Ver3.1.0 を除いて、一番古い版の Ver2.2.0 から最新版の一つ前の版
である Ver3.0.1 までの間で、F 値の増加は見られたものの、先に述べた 3 品詞よりその傾向
が低いものがあることもわかった。先に述べた 3 品詞を除く 11 品詞の中で、最も傾向が低
かったのが「名詞」で、一番古い版から最新版の一つ前の版までで 0.973→0.979 と、0.006
ポイントしか増加していなかった。「副詞」や「動詞」についても、「副詞」は 0.008 ポイン
ト (0.974→0.982)、「動詞」は 0.011 ポイント (0.979→0.99) しか増えていなかった。これら
3 品詞は、増加傾向が顕著に表れた「記号」「代名詞」「接続詞」と比べると、最新版以外の
版の UniDic にて、新古を問わず F 値が高い傾向にある。もともと誤解析を起こしにくいも
のと推定され、すなわち品詞が「名詞」「副詞」「動詞」となる語は、人的資源をそこまでか
名詞
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号」「代名詞」「接続詞」の 3 品詞であることがわかる。 













小磯他 (2011:53) をもとに品詞情報の第 4 層である小分類（以下の 14 個）を用いて、それ
ぞれで適合率・再現率・F 値を割り出し、「名詞」が人的資源を必要としない語であるのか
考察する。 
  名詞-固有名詞-一般、名詞-固有名詞-人名-一般、名詞-固有名詞-人名-姓、 
  名詞-固有名詞-人名-名、名詞-固有名詞-地名-一般、名詞-固有名詞-地名-国、 

























表 2 品詞「名詞」の内訳（出力語数・正解語数・一致語数） 
 
 







出力語数 正解語数 一致語数 出力語数 正解語数 一致語数
Ver2.2.0 654 1031 577 Ver2.2.0 8783 8845 8614
Ver2.3.0 667 1031 592 Ver2.3.0 8830 8845 8641
Ver3.0.1 683 1031 626 Ver3.0.1 8819 8845 8644
Ver3.1.0 878 1031 851 Ver3.1.0 8792 8845 8653
Ver2.2.0 627 961 415 Ver2.2.0 10125 10259 10013
Ver2.3.0 606 961 430 Ver2.3.0 10205 10259 10118
Ver3.0.1 561 961 415 Ver3.0.1 10258 10259 10185
Ver3.1.0 663 961 564 Ver3.1.0 10163 10259 10050
Ver2.2.0 1073 1094 892 Ver2.2.0 433 433 433
Ver2.3.0 1156 1094 933 Ver2.3.0 433 433 433
Ver3.0.1 1117 1094 945 Ver3.0.1 433 433 433
Ver3.1.0 1061 1094 917 Ver3.1.0 429 433 429
Ver2.2.0 1360 1353 1158 Ver2.2.0 51986 51910 49796
Ver2.3.0 1271 1353 1155 Ver2.3.0 52321 51910 50265
Ver3.0.1 1308 1353 1209 Ver3.0.1 52170 51910 50435
Ver3.1.0 1886 1353 1276 Ver3.1.0 51475 51910 50087
Ver2.2.0 2415 2515 2205 Ver2.2.0 3572 3551 3476
Ver2.3.0 2468 2515 2257 Ver2.3.0 3591 3551 3507
Ver3.0.1 2464 2515 2280 Ver3.0.1 3590 3551 3506
Ver3.1.0 2382 2515 2233 Ver3.1.0 3709 3551 3510
Ver2.2.0 799 795 790 Ver2.2.0 4875 5028 4793
Ver2.3.0 799 795 789 Ver2.3.0 4925 5028 4818
Ver3.0.1 796 795 789 Ver3.0.1 4908 5028 4830
Ver3.1.0 785 795 780 Ver3.1.0 4944 5028 4868
Ver2.2.0 33 6 6 Ver2.2.0 13742 13331 13227
Ver2.3.0 30 6 6 Ver2.3.0 13496 13331 13216
Ver3.0.1 8 6 6 Ver3.0.1 13458 13331 13218
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図 3 品詞「名詞」の内訳（適合率・再現率・F 値） 
 
 表 2 は、品詞「名詞」の細分類を出力語数・正解語数・一致語数で比較したもので、図 3
は、表 2 の結果を受けて、細分類別で適合率・再現率・F 値を割り出したものである。 
 表 2 ならびに図 3 より、3.2 節で人的資源を必要としないと述べた品詞「名詞」には、一
番古い版の Ver2.2.0 から最新版の Ver3.1.0 にかけて、F 値の値が全体的に低く出たものと、
そうでないものの 2 種類に分かれていることがわかった。 
F 値の値が低く出たのは、最も値が低かったものから順に、「名詞-助動詞語幹」「名詞-固
有名詞-人名-一般」「名詞-固有名詞-一般」の 3 品詞だった。「名詞-助動詞語幹」は、以下の
例 1・例 2： 
 
 例 1：安室ちゃんがなんか全部撮り直したそうなんですよね。(K008_004b-IC02) 
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解析されやすく、そのため F 値の値が低く出たと推測される。 
 その一方で、一番古い版の Ver2.2.0 から最新版の Ver3.1.0 にかけて F 値の結果が全体的に
高く出たもののうち、UniDic の版が新しくなるにつれて値が増加傾向にあるのは、「名詞-数
詞」「名詞-普通名詞-一般」「名詞-普通名詞-助数詞可能」の 3 品詞であることがわかった。
「名詞-数詞」は 0.004 ポイント (0.977→0.981)、「名詞-普通名詞-助数詞可能」については
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